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MUSIC Review

音楽がメディアとなり、まちの記憶をつくる｜川北眞紀子 （南山大学経営学部経営学科教授／アッセンブリッジ・ナゴヤ2018音楽アドバイザー）

　アッセンブリッジ・ナゴヤのイベントのいくつかに足を運んだ。そこでは、さ

まざまな人たちが音楽を媒介とし関わっていく姿が見られた。

　チェロのフランソワ・サルクさんとピアノの成嶋志保さんのリサイタルでは、

私の隣に小学生くらいの女の子と母親が座っていた。女の子は、演奏家の登

場を待ちきれない様子で、ガラスの向こうで練習をしているサルクさんを、そわ

そわと眺めていた。そして終演後には、母親にいかに素敵だったかを熱心に語

るのである。その周囲には近所の人と連れ立って来た年配の方、市役所職員

や音楽関係のスタッフ、多くの人たちが、ポートハウスの中で音楽の話をして

いた。

　名古屋港水族館の中で行われたルヴァン・ブラスクインテットのコンサート

は、マイワシのトルネードを背景にしたステージであった。キラキラと光るマイ

ワシの水槽の前で、金管楽器の楽しげな音が流れ、水族館を訪れた人びとが

次々に足をとめる。演奏家は子どもたちに歩み寄り、音楽の振動を直に感じと

れる近さで吹く。そこでは、マイワシも、演奏家も、足をとめた家族連れも、ひ

とつの音楽で共振していた。

　クインテット レガロのサタデーコンサートは、西川流の西川千雅氏のトーク

とともにお寺の中の不思議な空間で行われていた。そこに地域の会合帰りの

グループがやってきて、とても親しげな温かい眼差しで若い演奏家たちを見て

いた。このユニットは、地域に滞在していたレジデンス・アンサンブルである。

そのことが温かい眼差しの理由かもしれない。日本の節と西洋音楽、金剛寺の

和の空間と西洋の管楽器、都会の芸術大学に通う学生と地域の人びと、一見、

異質にみえる組み合わせが、なぜか居心地がよかった。

 

　今回のアッセンブリッジ・ナゴヤは、地域の人びとにとって、より身近な存在

となったのではないだろうか。その理由の1つが、この滞在する演奏家たち、レ

ジデンス・アンサンブルの存在であろう。レジデンス・アンサンブルとは、公募

で選ばれた２団体が、港まちで約10日間、実際に「暮らし」ながら、さまざまな

場所で演奏をしていくという試みである。

　公募で選ばれたアンサンブルは、京都からきた弦楽四重奏「シャルロッテ カ

ルテット」と、東京からきた木管五重奏の「クインテット レガロ」である。ともに

学生団体で、音楽の届け方を模索しながら、そして、公開練習をしながらの滞

在であった。港まちでのレジデンスを、彼らがどのように経験したのかについ

て、各団体のメンバーの話をきいてみた。

 

シャルロッテ カルテット｜チェロ奏者  塚本ひらきさん

　1組目のレジデンス・アンサンブルとして、知らないまちに滞在することにな

った彼女らは、はじめはどう入り込めばいいのかと、もがいていたそうだ。とこ

ろが、最後の築地公設市場でのコンサートには、それまで出会った多くの人た

ちがたくさんお菓子を持って聴きに来てくれ、生まれて初めて「本当にありがと

うって思って弾く感覚」を味わったという。

　彼女たちは、毎日、港まちでモーニング食べたり、市場で食材を買ったり、楽

器を持ってウロウロと歩き、さまざまな場所で公開練習も含めて弾いていた。

どこでも最初は不思議な存在として見られていたようだが、帰る頃には「また

来てね」と言ってくれたそう。おそらく、暮らすのと暮らさないのがとても違うの

ではないかと。彼女らの中で何が一番変化したかというと、トークの力が伸び

たこと。短期集中講座を受けたようだったとのこと。

　これまでのアッセンブリッジ・ナゴヤのイベントにまちの人たちが賛同し、続

いてきたことを彼女らは実感していた。

 

クインテット レガロ｜オーボエ奏者  裵 紗蘭さん

　地元の人たちにご飯をごちそうになり、家に上がりこんで音楽を聴かせても

らい、食材などの差し入れをもらいながら暮らしていたのが、男性2名を含むこ

のクインテットである。訪れた公園で出会った方が練習されていたトロンボー

ンを、メンバーが借りて吹くこともあったという。彼女の観客に対する印象は、

地域の方の反応がとてもわかりやすかったこと。楽しいときには、本当に楽し

そうに、馴染みのないクラシックの曲も真剣に。子どもたちのコンサートでは、

どこでも大合唱。数多く演奏させてもらっているうちに、現場でお客さんにあ

わせて曲目を変えるなど、柔軟性が上がったそうである。レジデンスを経験し

て気づいたことは、自分たちが知らないうちに当たり前だと思っていたこと、た

とえば音楽が身近にあることが、当たり前じゃないということ。

　港まちの人びとは、地域の人同士がとても近い関係であり、いちど演奏を聴

いてもらうと、情報網があってそれがすぐに伝わっていくのがわかったそうだ。

 

　レジデンス・アンサンブルたちと港まちの人びととの社会的距離が非常に近

いことが、彼らの話からよくわかる。若者ならではの距離感というのだろうか、

地域の人に差し入れをもらいながら歩き、そこで暮らし、食材をもらって自炊を

し、家に上がりこんで音楽を聴き、お店で練習をする。自然に地域の人たちの

ふところに入っていく。音楽が媒介となって「また来てね」という言葉を交わす

ようになる。多くの会場は地域の人びとの生活の場に近い場所であり、客席と

ステージは同じ高さであることが多い。楽器を背負った若者がまちを歩き、そ

の練習する音がまちかどから聴こえてくる。この「距離感の近さ」が重要なの

だ。自分たちのいつもの暮らしの中に存在し、多くの相互作用がある演奏家の

存在。音楽を通した相互作用があるから、アッセンブリッジ・ナゴヤのプログラ

ムを自分ゴト化し、自分たちのイベントとして捉えることができるのではないだ

ろうか。

　そして、アーティストにとっての価値は、多様な音楽提供の経験を積むことが

できることにある。アウトリーチならではの息づかいを、生で経験している。コ

ンサート会場に来て静かに座って聴いてくれる聴衆だけを相手にしていてはわ

からないことである。仲間と共同で音楽をつくる密度の高い時間というだけで

なく、観客との相互作用でつくられる場、そしてさらに音楽の意味をより深く考

える契機にもなっている。

　「まち」とは、単なる地理的な位置を意味するのではなく、そこに暮らす人び

との記憶を含めてまちを意味する。つまり、まちには遺伝子があると言われて

いる。そのまちのコミュニティによって受け継がれたものであり、そのまちがた

どってきた歴史なのだという。芸術をつくるそのプロセスそのものが、まちの

遺伝子を作り出していくのだとすれば、まちの芸術祭にとって重要なのは、「そ

のまちの人びとがどの程度、音楽をとおして人びとと関わることができるのか」

にあるのかもしれない。



A
sse

m
b

rid
g

e
 N

A
G

O
YA

 2
0

18

76 77

TEX
T

MUSIC Talk

音楽 × アート × 港まち 

―新たな可能性が広がる3年目の手応え

スピーカー｜ 

鵜飼茂彦（港区西築地学区区政協力委員会副委員長）

河野清弘（西築地学区老人クラブ連合会会長）

伊東 慶（慶和幼稚園理事長）

古橋敬一（港まちづくり協議会事務局次長）

岩田彩子（アッセンブリッジ・ナゴヤ2018 音楽プログラムディレクター）

聞き手｜中根多惠（愛知県立芸術大学音楽学部准教授）　

MUSIC Talk編集・執筆｜谷 亜由子

2016年に始まり、3年目を終えたアッセンブリッジ・ナゴヤは、回を重ねるごと

に、その目指すところであるテーマ「音楽やアートを架け橋にしてまちと人が

出会い、つながりを生みだし、文化を育むこと」を着実に形にし続けてきた。生

活の中に自然に芸術が存在し、無理なく根付いていくこと。それは港まちで暮

らす人びとが、まちで繰り広げられるイベントに自ずから関わり、積極的に楽

しむということでもある。今回は、学区区政協力委員会副委員長の鵜飼茂彦さ

ん、老人クラブ連合会会長の河野清弘さん、幼稚園理事の伊東慶さん、さらに

企画、主催側として携わった岩田彩子、古橋敬一さんを交え、さまざまな立場

でアッセンブリッジ・ナゴヤに関わるみなさんに、愛知県立芸術大学准教授の

中根多惠先生が、専門である社会学の視点からお話をうかがった。

中根｜どうぞよろしくお願いいたします。

一同｜よろしくお願いします。

中根｜まずは、みなさんとこのまちとの関わりについてお聞かせください。どの

くらいお住まいになっているか、またご自身にとっての港区、またこの西築地と

はどんなまちなのか教えていただけますか。

鵜飼｜私は今年67歳になりますが、生まれは南区ですぐにこちらへ来ました

ので、もう60年くらい、長くここに住んでおります。昔の港は荒っぽいまちでし

た。私が小学生の頃にはまだ港（現在のガーデン埠頭）で貨物船が荷揚げをし

ていましたから、夏には荷役さんたちはみな仕事が終わると、そのままランニン

グシャツ1枚に肩へ作業着をひょいと引っ掛けただけの格好でまちへ繰り出し

て来ていましたよ。あまり上品な雰囲気とは言えませんでした。

中根｜そうなんですね。河野さんもずっとこのまちにお住まいですか？

河野｜ええ。私は現在83歳になりますが、戦時中に3年半ほど疎開していた

時期を除けば、もう約80年、名古屋港に住んでいます。鵜飼さんの言うように、

昔は本当に恐いくらいのまちだった。街角で喧嘩もしょっちゅう。けれどその一

方で人情もあった。お隣さん同士、醤油貸して！ とか、お米が無いでちょっと分

けて！なんていうのも日常でね。向こう三軒両隣、人と人との繋がりが深く、温

かみもあったんです。良きも悪しきもいろいろな人がいて、まちの人たちの仲

は良かったですよ。

鵜飼｜このあたりは早くから市電も走っていたし、地下鉄が通るのも早かった。

港が栄えていたので昼も夜も賑やかだったね。それが港での荷揚げの作業が

ほかへ移ったことがきっかけで人がいなくなり、まちもがらりと変わったね。

河野｜大型船が寄港できなくなったことも大きかった。外国から来る大型の船

が入って来られなくなって、港で働く人が溢れるほどいたのが、みんないなくな

ってしまった。今は、夜になると誰もまちを歩いていない。

伊東｜僕は生まれも育ちも港区

ですが、先輩たちから聞く港の昔

の様子は想像もできないくらい世

代が違います。そんな30代の僕

から見ても、子供の頃と今とでは

ずいぶんまちの様子は変わったと

感じます。今いるこの港まちポット

ラックビルももともとは「京屋」さ

んという、文房具やCDなどを売

っているビルでした。僕が生まれて初めてCDを買ったのもこのビルの2階で

したし。少年時代にはまだまちにいろいろなお店がたくさんあって、必要なも

のがあればすぐ買いに行ける、そんなイメージでした。それが今ではお店もど

んどん無くなって、ちょっと寂しい雰囲気になってきたなと感じますね。

中根｜なるほど。岩田さんは、アッセンブリッジ・ナゴヤを機に初めてこのまち

に来た時の印象はいかがでしたか？

岩田｜やはり初めは寂しい感じを受けました。以前から水族館や港には来た

ことはありましたけど、スポットに限られた印象しかなくて、改めてまちに目を

向けてみると、人通りやお店が少ない感じとか、寂しいまちなのかなと思いま

した。

中根｜なるほど。いまの港まちの雰囲気はそういう感じなんですね。

伊東｜実は僕、生まれたのは坂下と呼ばれる西築地より北側のエリアで、小学

生の時、港楽の子どもはみなと祭に参加できない、みたいな空気があったの

で、西築地がずっと憧れのまちだったんですよ。

中根｜そうなんですか。

伊東｜それで後にこちらに移ってきたんです。で、実際に住民になってみてま

ちを見てみると、伸び代しかないまちだな、と感じるんですよ。ここにはもとも

とみなと祭という、まちの人たち同士の強い繋がりがありますし。仕事柄、町内

会長さんたちと一緒に飲む機会があるんですが、そこでも、さっき河野さんが

言われていたような人情をすごく感じる。さらに、港まちづくり協議会のような

組織ができてこういう場所も生まれている。僕たちの力でいろいろ関わりを作

っていけばどんなことでもできるんじゃないかと思うんです。すごく可能性を

感じるんですよね。

中根｜伊東さんのお話からは可能性という言葉が出ましたが、それぞれまちに

関わるお仕事や活動をなさっている中で見えてくるまちの課題や変化など、地

域に対して感じることはありますか。 

鵜飼｜やはり残念なのは、店が少なくなってきていることだね。シャッターを閉

じたままの店舗も増えているし。

中根｜まちの人口は減少しているんでしょうか。

古橋｜小学校のクラスは減っていますね。

伊東｜幼稚園も減っています。うちもバスを走らせたりしてエリアを広げてな

んとか利用定員を満たしている状況です。

鵜飼｜あとは高齢者が目立つね。

中根｜人口減少、少子高齢化というのは多くの地方のまちが抱えている問題

ですね。では次に芸術についてうかがおうと思いますが、何かご趣味や習い

事などで日頃から親しまれているアートや芸術はありますか。またみなさんに

とっての芸術とは何か、具体的にお聞きしたいと思います。

鵜飼｜僕は定年後にアルトサックスを始めたんですよ。

岩田｜最近ですね。きっかけは？

鵜飼｜東北で震災があって、その復興支援の歌ができたでしょう。「花は咲く

～」っていう。僕はああいう歌を歌うのがあまり得意じゃなかった。でも、楽器

左から、中根多惠、岩田彩子、鵜飼茂彦
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たちの方も、まちでこういうことをやるといっても、どうやって進めたらいいの

か、関わり方、お願いの仕方がよくわからなくて。そこで、まずは率直にご意見

をうかがって、チラシの字が小さいからもっとわかりやすくした方がいいとか、

新聞の折り込みをするといいとか、そういう細かいアドバイスをもらって実行す

る、そんな関わり方から始まりました。

中根｜なるほど。具体的に意見をいただいたんですね。

古橋｜そうですね。

鵜飼｜私も実際にコンサートに行ってみたりして、ああ、生で聴くのはやっぱ

りいいな、とか、俺もあんな風に吹けるようになろう、と感動したりして。それ

でね、自分から提案したいなと思っていたアイデアがあるんです。奇しくも師匠

（河野さん）の話にも出てきたけれど、コーラスなんていいなと思うんですよ。

まちの人たちで合唱隊みたいなのを作れば、もっと馴染みやすくなるんじゃな

いかと。気軽に参加できるものを。

岩田｜河野さん、コーラスグループができたら参加したいですか？

河野｜するする！

中根｜わあ、すばらしい！

古橋｜すでに区の小劇場でコーラスをやっているグループもあるなら、例えば

その人たちお願いして新しいグループの核になっていただいてイベントの中

で歌ってもらう。そこからまちの人もお誘いして発展させていくというのもいい

ですね。小劇場の中だけでやっていても閉じちゃうので、まずはオープンなイ

ベントに出てもらうことをきっかけにするのもいいんじゃないかな。

河野｜やりたい、と言ってるだけじゃ始まらないから、まず立ち上げてしまうの

がいいね。

鵜飼｜そうだね。少しずつ広がっていけばいいんだから。

岩田｜幼稚園児から高齢の方まで、歌いたい人が自由に参加できるようなの

がいいですね。

中根｜アッセンブリッジ・ナゴヤ以外の

取り組みとして、子どもと高齢者みたい

な世代間交流のようなものはあるんで

すか？

伊東｜幼稚園児が小学校を訪問する

ことはありますが・・・

鵜飼｜学区の福祉協議会でも子ども教室のようなものはあるけれど交流まで

はできていないね。あとは学区全体でやるものといえばやはり運動会とみなと

祭だね。

中根｜アッセンブリッジ・ナゴヤも、そういうものに続く世代間交流イベントに

発展していくといいですね。

鵜飼｜コーラスはちょうどいいと思う。

伊東｜それならできそうですよね。僕は子どもたちには常に「本物」というか、

ちゃんとしたものに触れさせたいと思っているんですが、それぞれの家庭で環

境が違うので、みんなが一律にそういう機会に恵まれるとは限らない。だから

こそ、アッセンブリッジ・ナゴヤでは優れたアーティストの方たちとともに参加

できて、そして優れたものに触れることができるのでとても良いと思います。

中根｜世代も越えて、さまざまな人を巻き込みながら発展しているアッセンブ

リッジ・ナゴヤですが、企画側の岩田さんは、そのきっかけづくりでどんな努力

や工夫をされてきましたか？

岩田｜無理に巻き込もうとするのは面白くないですし、あまり良いことでもない

と思うんです。お願いして関わっていただくというよりも、自然に興味を感じて

もらい、自ら足を運んでもらうようにしたい。興味を抱く最初のきっかけは実は

何でもいいんです。演奏家を知っているからとか、会場がなじみのある場所だ

で演奏できたらいいなと思って始めたのがきっかけ。定年から始めたので2年

かな。 

岩田｜始めてみてどうですか？

鵜飼｜まだ弾けん。あはは・・・まあね、ある程度はできるけど。僕にとっての壁

は五線譜が読めないこと。アルトサックスは学校で習ったのとは違う所に音符

が書いてあるから難しい。

岩田｜難しいと嫌になったりしませんか？

鵜飼｜それが、教えてくれる先生が優しいもんでなんとか続いとる。

一同｜（笑）

中根｜音楽を始められてから、日々の生活で変わったことはありますか？

鵜飼｜う～ん、そうだね、幅が広がったような気はするね。こう、お腹から音を

出すというのは、歌も楽器も同じだなと気づいたり、健康にもいい。歌はね、河

野さんが上手いんだよ。教えてもらっとるから僕の師匠なんですよ。

河野｜私はもともとコーラスから歌を歌い始めたの。東海メールクワイアーっ

て合唱団があるでしょう？ 子どもの頃にそこに知り合いの人が所属していて、

僕の声を聞いて、良い声しとるでいっぺん歌いに来んかね、って誘われて、大

学生の人たちに混じってボーイソプラノで歌ったこともある。

岩田｜へえ。それが音楽との出会いですか？

河野｜そうだね。その後も歌いにおいでと誘われたけど、子どもだったもんで

歌よりトンボ採って遊んでおる方が楽しくてそれきり。しかし、社会人になって

からも声には自信があったよ。職場のカラオケ大会でも、社長から一番に指名

されるのはいつも僕だった（笑）。

岩田｜今回のアッセンブリッジ・ナゴヤでも、シニアの合唱団のみなさんと歌

の共演をすることになって、大学生の演奏家であるレジデンス・アンサンブル

（⇨ P.15 - 19）のメンバーも練習に参加させていただいたんですけど、みなさ

んすごくのびのびと歌っていらっしゃったんですよ。そういう姿を見ていて、改

めていいなあと思いました。

中根｜そうなんですね。音楽のお話がたくさん出ましたが、伊東さんは油絵を

描いていらしたそうですね。

伊東｜高校生の頃の選択授業が美術だったので、その時に少しだけ。美術を

選択した理由は、中学生の頃に美術館に行ってレポートを書くっていう課題が

あって、それまで美術館なんてあまり馴染みもないし見方もわからなかったん

ですけど、近づいて見たり、少し離れて見たりすると絵画の見え方が変わると

か、そういうことを教えてもらったことが面白くて、それがきっかけで絵に興味

を持ったからだったんです。

中根｜今でも美術館にはよく足を運ばれるんですか。

伊東｜よく行きますね。今は子どももできたので、連れて行く機会も多いです。

パブリックな場所には、感性のある人たちが良いものを選んで置いてくれてい

ると思うので、子どもの感性を養うという意味でもできるだけ連れて行きたい

と思っています。

中根｜みなさん、プライベートでもさまざまな芸術に触れていらっしゃるようで

すが、今回、アッセンブリッジ・ナゴヤに関わることになったきっかけは何だっ

たんでしょうか？

鵜飼｜とくにこれというのはありませんが、学区の役員をやっているので、港

まちづくり協議会の会議にも顔を出していました。それで、まちで何かをすると

なれば何か協力しなければということでね。でもいま振り返って感じるのは、こ

ういう取り組みはまちにとって良いことだな、ということ。もっと発展していけ

ばなお良いと思いますね。スタッフのみなさんのご苦労も見ていますしね。

中根｜最初からそういう、直感というか、良いことだなという感じはありましたか？

古橋｜まちのみなさんは最初はあまりよくわかなかったかもしれませんね。僕

伊東 慶
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からとか、そのくらいの理由でいいと思

います。初めはなんとなく触れてみたけ

れど、気づいたら日々の暮らしに無くては

ならないものになっている、そういうのが

理想です。できるだけ生活に沿った形、

例えば空気や水のように、生活の中に芸

術がある、そういう提案をしたいと思って

います。そのためには、演奏家のみなさんにもしっかり質を高める努力をして

もらいたいですし、演奏家との関係づくりも丁寧に行っていかなければならな

いですね。

中根｜大切なことですよね。まちのみなさんは、ご自身が、あるいはまわりの

方がアッセンブリッジ・ナゴヤを通して芸術に触れることで変化したと感じるこ

とはありますか？

鵜飼｜築地公設市場でも演奏があったけれど、足を止めて見る人もいれば通

り過ぎていくだけの人もいる。まだまだそこまでかな。

古橋｜でも、レジの人が微妙にリズムに乗ってレジ打ちしていたとか、お客さ

んが買ったものを袋に入れるだけなのに音楽に合わせて体が動いてるとか、そ

ういうこともありましたよね。そういうのを見たり聞いたりすると嬉しくなります

よね。いつもよりちょっと楽しい日常がそこにある。

岩田｜幼稚園や介護施設に行って演奏した時も、園児や利用者さんだけでな

く先生やスタッフの方たちが感動して「また来てください！」なんて喜んでくれ

たり。当初、私たちが届けようと思っていた人だけではない、そのまわりの人

たちにまで届いて、けれどそれもみんな実はまちの人だったと気づくこともあ

りますね。

伊東｜幼稚園ではコンサートを2部構成でやったんですが（⇨ P.25「親子で親

しむクラシックコンサート」）、2部の方は当初、大人対象のつもりだったのが、

実際には子どももたくさん来ていて、声を出したり騒いだりするんだけれど、そ

んな中でもみんなが一緒になって音楽を楽しんでいる。その場で起こることも

含めて楽しむ様子は新しいなと感じました。

鵜飼｜私は学区に携わる立場として、このまちが音楽をキーにして盛り上げて

いこうというのであれば、自分自身が関わるさまざまな行事などと音楽を組み

合わせる機会を作るとか、いろいろ協力ができると思います。それとアッセン

ブリッジ・ナゴヤは期間が限られているじゃないですか。せっかくなので、それ

以外の時期にもまちのイベントの中で演奏をしてもらったりすれば、1年を通じ

て何かしらいつもまちの中に音楽があるということをアピールできて、まちの

人たちにももっと認知されるんじゃないでしょうか。

伊東｜また、30代～40代の若い世代の人たちがどうすればまちのことにもっ

と積極的に関わってもらえるようにできるか、というのも大きな課題だと思うん

です。幼稚園を運営している立場としては、そこに自分の果たすべき役割とい

うか、まちに貢献できることがあると思います。ちょうど園児の親御さんたちの

世代ですからね。子どものために参加したんだけれど、そこで本物の音楽や

楽器に触れて、実は自分も昔ピアノやっていたんです！ とか、そういう楽しい

気持ちを感じてもらえたらいいなと。

中根｜確かに、子育て世代を巻き込むというのは難しいけれども大切なことです

ね。子どもを通じて、とか、地域にあるものとコラボしながら広めていく、関わり

を作っていくというのは継続の仕組みとしては非常に良い形かもしれませんね。

今日はいろいろと有意義なお話をお聞きすることができました。今後の展開に

たくさんの可能性を感じましたし、私自身、引き続き微力ながらご協力できたら

いいなと思います。本日はどうもありがとうございました。

港まちに育つ文化と集合的まなざしによる地域的実践の可能性｜中根多惠 （愛知県立芸術大学音楽学部准教授）

　音楽やアートによるまちづくり実践をめぐる議論の焦点は、地域住民とアー

ティストたちという、いわば「異質な他者」どうしの相互行為のありかたとその

難しさにある。その相互行為の過程では、人びとの暮らしや文化といった地域

に埋め込まれたコンテクストが何よりも重視される。座談会での住民たちの語

りからは、まちに埋め込まれたふたつの地域文化的コンテクストが表出された。

ひとつは、港湾ではたらく労働者たちによってなりたつ独特の文化であり、も

うひとつは1959年に伊勢湾台風の経験によって根づいた災害文化である。と

りわけ、港湾の労働者たちでにぎわう屋台やバーなどが立ち並ぶまちの風景

を、鵜飼さんは親しみをこめて「荒っぽい」、「品がない」と表現したが、昔の港

まちの良さは何よりも「人情のあるまち」という語りに込められていた。

　社会学はこれまで、こうした地域に根差す文化資源と芸術を接合し、そこか

ら何かを生み出そうとするとき、本来の地域に埋め込まれた文脈から切り離さ

れたものがアート化されてしまうことの問題点を指摘し、アーティスト（異質な他

者）によるまちづくりの事例には慎重な姿勢をみせてきた。これはまちづくりだ

けでなく、観光地化する地域においてもいえる。観光社会学者の J.アーリは、

観光が、メディアなどをとおしてイメージ形成されたツーリストたちの「まなざ

し」によって社会的に構成される現象であることを示すための概念として「観

光のまなざし」（Tourist Gaze）を提示した。この概念は、ツーリスト（異質な他

者）たちの「まなざし」によって文脈が再構成されてしまう観光社会の側面を指

摘するものである。

　しかし、今回の座談会をとおして、アッセンブリッジ・ナゴヤの実践からみえ

てきたのは、アーティスト（異質な他者）による「まなざし」というよりもむしろ、ア

ッセンブリッジ・ナゴヤに対する地域住民たちによる「まなざし」の交わりこそ

が、アッセンブリッジ・ナゴヤを成り立たせるひとつの大きなファクターなので

はないかということである。さまざまなまちの人びと（異質な他者）が、それぞれ

のライフステージや社会的役割のなかで、芸術文化を解釈し、内面化し、その

プロセスで形成された多様な「まなざし」が、集合的にアッセンブリッジ・ナゴ

ヤを構成していくのではないか。たとえば、伊東さんは「幼稚園理事」あるいは

「二児の父親」としての社会的役割を担うことで、「子育て環境」という視点か

らアッセンブリッジ・ナゴヤへの「まなざし」を投げかける。鵜飼さんは、「学区

連絡協議会副会長」あるいは「港まちづくり協議会委員」として、またアルトサ

ックス、俳句、絵画を趣味として楽しむ個人としての「まなざし」をもつ。一方、

音楽プログラムディレクターの岩田さんは「文化や芸術がまちに何をもたらす

のか」という観点から、アッセンブリッジ・ナゴヤに向けられる彼らの多様な「ま

なざし」の個性を発見し、集約し、活動に取り込んでいく。こうした過程におい

て、まちの資源が地域的コンテクストから切り離されることなく、まちの人びと

による芸術ヘのまなざしによって再構成され、彼らの手によってまちが音楽を

とおして生まれ変わり、新たな地域文化を生み出していくのだろう。この実践

を継続することこそが、伊東さんの語りにあった「伸びしろしかないまち」の可

能性なのかもしれない。

左から、古橋敬一、河野清弘
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ART Reviews

終わりと始まり｜秋庭史典 （美学者／名古屋大学大学院情報学研究科准教授）

　UCO最後の3日間、わたしはできるかぎりそこに居た。それは、センチメンタ

ルな理由からではない。あらゆる人やジャンルを分け隔てしなかった L PACK.

のお2人とUCOメンバーの姿を記憶しておきたかったからだ。なぜ人は、絵画

は好きだがデザインには興味がないとか、美術は好きだけど音楽は別にとか、

制作は好きだけど理論なんて必要ないなどと言ったりするのだろうか（その逆

も）。時間が限られているからすべてを体験するのは無理だ、というのは分か

る。しかし都合さえ、そして体力とお金さえ許せば、ほんとうはいろんなことを

知りたいはずなのだ。にもかかわらずそうしないのは、忙しい（それは分かる）

というほかには、つまらない職業意識くらいしか理由が思い浮かばない。もの

ごとに貴賤をつけたがる、あるいは、あらゆるものがネタでしかなく、自分が求

める文脈にあてはまらないものは、上目線で否定してしまうのだろう。

　今にして思えば、サウンド・ブリッジのプログラムに出演したAokidが、艦隊

ショー（名古屋港）とイルカショー（水族館）にはさまれたポートブリッジ上で七

転八倒して訴えたかったのも、そういうことだったのかもしれない。イルカショ

ーの客には艦隊ショーの存在が見えておらず、艦隊ショーの客にはイルカショ

ーが見えていない、そして何より両者を見ることのできるポートブリッジ上にい

るAokid（つまりアート）は、悲しいことにそのどちらからも見られていない。そ

のパフォーマンス『OVER THE RAIN boy』は、互いを見ようとしない、それど

ころか見えていないことに気づいてすらいない両者の橋渡しを目指したもの

だったのだろう（わたしにはそのパフォーマンスを受けとめるだけの体力がな

かったけれども）。

　だからわたしはできるだけUCOに居て、そこで起こるさまざまなことを見続

けようと思ったのだ、せめて最後くらいは。そして実際に見たのだ。雨のため

急遽裏庭でなくUCOの2階で歌うことになったGofishさんの声が、慈雨のよ

うに階下のものどもに降り注ぐのを。早朝老若男女が集い、絶品カレーとモー

ニングを分かち合うのを。愉しい川村格夫さんのZINEづくりを。ボタンギャラ

リーⅰ）が最後の最後に美術の価値をもう一度問うているのを。そのボタンギャ

ラリーのDMがはじめから本になるよう設計されていたのを。宮田明日鹿さん

の「大晦日」暖簾と山城大督さんの目眩く空間構成を舞台に、角銅真実さんと

横手ありささんのデュオがパフォーマンスを行うのを・・・。気がつけば、誰もが

「つむぎ（旧・いずみや染物店）」でフクナガコウジさんがつくりだす「UCO」T

シャツに身を包んでいた。それはある意味異様な、しかし理由のある光景だっ

た。そして最後の1枚に1人の女性が袖を通したころ、すべての終わりを告げ

る声が響いたのである。その3日間は、この数年にここで起こったさまざまな出

来事をぎゅっと詰め込んだような時間だった。

　アッセンブリッジ・ナゴヤ2016は、わたしの目を「まち」に向けさせてくれ

た。アッセンブリッジ・ナゴヤ2017は、そのまちがさまざまな時間のスケール

を生きていることを教えてくれた。3度目の今回は、こんなふうに、まちが生き

た時間を凝縮して見せてくれた。港まちポットラックビル2階の L PACK.の展示

《UCOのための設計－8枚切りのアーカイブ－》もそうである。けれど、それ

は決して後ろ向きのものではなかった。それが証拠に、アーカイブの始まりは

「第1章1254｜海の時代」で、終わりは「第8章2082｜After UCO」、つまり

両端が開かれていたのである。その開かれた両端2枚のなかに、残りの6枚の

パン－1977年から2018年までの潮寿司とUCOとが挟まれていた。こんな見

せ方があるんだ！ と驚いた。スライスされたパンひとつひとつには、数多くの

素敵な人びとと出来事、そしてその記憶を蘇らせるモノたちが練り込まれてお

り、それらはわたしがUCOについてほんとうは何ひとつ知らなかったことを教

えてくれた。また、1斤のパンの内側はスライスしなければ見えないが、スライ

スされて現れた断面は元の連続していたパンの内側とは別ものでしかないゆ

えに、そのモノたちは、さまざまな出来事に立ち合えなかったわたしの寂しさを

増幅しもしたのである。でもそれは悲しむべきことではない。記憶の断片を集

めて組み合わせたものは、それ自体として強い力を持つことがある。これは、

同じ港まちポットラックビルの3階で展示されていた碓井ゆいさん、山本高之さ

んの作品も示していたことだ。そこから新しい一歩を踏み出す以外、わたした

ちにできることはない。

　そして、アッセンブリッジ・ナゴヤ2018最終日に開かれた「港まちブロック

パーティー」はまさに、これまでどおりの「分け隔てのなさ」に加え、まちの新し

い一歩を感じさせたのである。始まりはGIANT STEPS。港まちポットラックビ

ルに突如現れた巨大な傀儡たちが太鼓のリズムに乗ってまちを練り歩く。気持

ちいい。練り歩きは、名古屋港水族館前を経由して遊園地・シートレインランド

に突入し、そこで子どもたちに囲まれての大撮影会となった。そこから港まち

ブロックパーティーの開かれている旧・名古屋港税関寮まで戻ると、すでにた

くさんのDJ（OBRIGARRD、DJ DOPEMAN、OLEELOU、ロク、JAPANのみなさ

ん）がパフォーマンスを始めている。この港まちブロックパーティーの企画・コ

ーディネートの1人、鷲尾友公さんの姿が見える。いつものように自然体だ。勇

んで TEKUNジャケットを着てきた自分が恥ずかしい。この旧・名古屋税関港

寮ではアッセンブリッジ・ナゴヤ2018期間中に「移動楽器博物館」も開催され

ていて、そのときも会場いっぱいの老若男女が集まったが、今日はそれを超え

る熱気と集まった人びとの幅の広さである。1階では「平成生まれの昭和人高

校生」禄次模型が作ったスーパーカー消しゴムや、「港まち手芸部」による手織

りのニットなど各種物販に人が押し寄せ、2階では鷲尾さんが地域のこどもた

ちとつくった旧・防潮壁の壁画のメイキング映像が流れていて、その制作に関

わった人たちが集まっている。やがて1階では、名港サイファーのメンバーの

みなさんのラップがまちと人びとの歴史を熱く物語り、ドラァグクイーンのお2人

（Lyra-h.GrailさんとPeco♡さん）のステージが続く（あとでそのメイクを施さ

れた男女たちの艶やかな姿が想い出される）。そのどちらにも子どもたちは熱

狂している。酒井健宏さんの映画『右にミナト、左にヘイワ』で身近になった名

港サイファーの活動が、もっと身近な存在に変わる。さらに金管五重奏・アンサ

ンブル・ルヴァン・ブラスクインテットさんの爆奏、夕暮れの戸外で響いた石井

ナルトさんの歌、そして西築地学区女性会有志のみなさんによる盆踊りが続い

たが、盆踊りには、それまでどこに隠れていたのか、地元の若者たちも参加し

ていた。名古屋囃子や河内おとこ節、そしてこのあたりでは定番の「ダンシン

グ・ヒーロー」まで。それらのステージすべてを、造景集団・某の赤塚剛さんと

鷲尾さんたちによるインスタレーションが、優しくまた妖しく包んでいた。

　この港まちブロックパーティーのフライヤーには地図が描かれ、その行き先

は「至 FUTURE」（未来）とされている。こんなにたくさんの人たちに囲まれ、こ

んなにたくさんのジャンルの出来事を分け隔てなく浴びた子どもたちは、これ

からどんな一歩を踏み出していくのだろう。「1年最後の～」そして「平成最後

の～」の大合唱のなか、港まちではまったく別の終わりと始まりがあった。それ

はやはり素晴らしいことだったのだ、と思っている。

ⅰ－港まちづくり協議会が旧・手芸店の空き家を再生したギャラリー。2015年から2018年まで運営した
が、UCOと同じタイミングで取り壊しとなった。アーティストの渡辺英司とアートプログラム・
Minatomachi Art Table, Nagoya ［MAT, Nagoya］が共同企画した最後の展覧会「殿様のわらじ」
を開催した。
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 I stayed there as much as possible for the last three days of UCO. It was 
not because of any sentimental reason. I wanted to witness and keep in mind 
the two members of L PACK. and the other UCO members, who have equally 
treated everyone from all genres without any prejudice. Why do people say 
such things as “I like paintings but am not interested in designs”, or “I like 
art but am not that much fond of music”, or “I like the process of production 
but do not necessarily think that theories are needed” (or the opposites). I 
understand it is impossible to experience everything, as there is limitation in 
time. But if circumstances, your physical condition, and your budget would 
allow, you must be naturally curious of knowing many things. However, many 
people still do not go out to experience all, and the only reason that I can 
come up of - except of being busy (that, I understand) - is the very poor sense 
of professionalism. Those who want to rank everything in highs and lows, 
and those who neglect everything outside of their context and seek only the 
things that would fit in their usage.
 Thinking back now, perhaps this was the same thing that Aokid wanted 
to express by writhing on the Port Bridge, located in between the fleet show 
(Port of Nagoya) and the dolphin show (the aquarium). Viewers of the 
dolphin show were unaware of the fleet show; the viewers of the fleet show 
were unaware of the dolphin show; and moreover, Aokid (representing art) 
on the port bridge could see the both, however, was regrettably unseen from 
neither of them. His performance OVER THE RAIN boy must have aimed to 
bridge the both in which had been neglecting each other, or more precisely, 
that were not even noticing that they were unnoticing each other (although I 
lacked physical strength to fully capture the performance).
 Therefore, I decided to stay at UCO and as much as possible, and 
witness what happened there, at least upon its ending. I actually saw. How 
the voice of Gofish fell onto those below as gracious rain, when the sudden 
shower prevented him to sing in the courtyard as originally planned and 

shifted its plans to sing from the second floor of UCO. How men and women 
of all ages gathered from early morning to share the exquisite dishes of 
curry and other morning menus. How delightful the ZINE making with Tadao 
Kawamura was. How Botão Galleryⅰ） requisitioned the value of art once 
again before its closure, and how the flyers of this Botão Gallery had been 
designed from the beginning to consist a book. And, how the duo of Manami 
Kakudo and Arisa Yokote who performed on the dazzling stage with Asuka 
Miyataʼs “Ohmisoka (New Yearʼs Eve)” Noren (short split curtain) that was 
stage-designed by Daisuke Yamashiro. Before one would realize, everyone 
was wearing the UCO T-shirt that Kohji Fukunaga made in TSUMUGI (Former 
Kimono Make-over Shop Izumiya). It might have been a bizarre sight, 
however, which happened for a reason. And the moment a lady put her arms 
through the very last T-shirt, the voice that informed the closure of this all 
resonated around. The last three days at UCO felt as though it condensed all 
the special moments that happened there over the last few years.
 Assembridge NAGOYA 2016 made my eyes focus towards the “area”. 
Assembridge NAGOYA 2017 taught me there were various scales of time 
that the area is living in. And upon its third edition, I was privileged to 
experience the condensed time the area had lived through. This goes to the 
installation of L  PACK. titled A Design for UCO -An Eight-sliced Archive -  
shown on the second floor of Minatomachi POTLUCK BUILDING as well. It 
was not necessarily negative. Evidence could be found in how the archive 
started and ended, from “Chapter One 1254 | The Era of the Ocean” and to 
“Chapter Eight 2082 | After UCO”, which had both of its ends left open. The 
remaining six slices of bread - including the Sushi Bar USHIO and UCO that 
happened in between 1977 to 2018 - were allocated in between these two 
open slices. I was simply surprised of how an archive could be presented in 
such way. In each slices of the bread, so many wonderful people, occasions, 
as well as objects that brought back the memory of the event, were all 

mixed together, and made me realize that I actually knew nothing of what 
UCO really was. The inside of a loaf of bread can not be seen unless it is 
sliced, however, the plane that appears by slicing the bread is not exactly 
the same as how it was when it used to be inside the whole loaf; this fact 
rather amplified my sadness of not being able to witness many of the events. 
However, this is not anything to grief over. Sometimes, a collage of collected 
memories could become powerful themselves. This was the same to Yui Usuiʼs 
work, as well as Takayuki Yamamotoʼs work, which both were exhibited on 
the third floor of the same Minatomachi POTLUCK BUILDING. The only thing 
we could do is to take a new step from here.   
 And the “Minatomachi Block Party” that took place on the final day of 
Assembridge NAGOYA 2018 did not only embody its existing value of “treating 
everything equally”, but also a new step towards the area. It started with 
GIANT STEPS. The huge puppets that suddenly appeared at the Minatomachi 
POTLUCK BUILDING marched through the area along with the rhythm of the 
drums. Indeed, it felt well. The parade passed by the Port of Nagoya Public 
Aquarium, and went into the amusement park, Sea Train Land, where it turned 
out to be a huge photo session with the children that gathered around. When 
I returned back to the Former Minato Dormitory of Nagoya Custom, which 
was the site of the Minatomachi Block Party, DJs (OBRIGARRD, DJ DOPEMAN, 
OLEELOU, Loku, and JAPAN) had already started their performances. 
There, I found Tomoyuki Washio, one of the planners/coordinators of the 
Minatomachi Block Party. He was neutral as usual. I felt ashamed of myself 
in my TEKUN jacket, in preparation of the special day. “Traveling Musical 
Instrument Museum” was also held there at the Former Minato Dormitory of 
Nagoya Custom during the exhibition period of Assembridge NAGOYA 2018, 
which also collected various people of all genders and age ranges, but the 
enthusiasm and the range of people that gathered that day even exceeded that 
occasion. People were flooding into the merchandise area on the first floor, 

where the “Heisei-born high school student of the Showa” Rokuji displayed 
his supercar eraser models, as well as the hand-knitted products made by the 
members of the “Nagoya Port Area Handicraft Club” were available. On the 
second floor, the document movie of the mural made on the former seawall 
that Washio made together with the children of the area was on display, 
gathering people that were involved in its creation. Eventually, the members of 
Meiko Cypher started rapping, and enthusiastically expressed the history of 
the people and the area, which then led to the stage by the two Drag queens, 
Lyra-h.Grail and Peco♡ (and then the gorgeous men and women who had the 
same makeups on them later on). Children went crazy for both of these stages. 
The activities of Meiko Cypher, that were featured on Takehiro Sakaiʼs film 
Migi ni minato, hidari ni heiwa (port on the right, peace on the left), became a 
closer existence. Then it continued to the dynamic stage set by Ensemble Levent 
Brass Quintet, as well as a song by Naruto Ishii in which resonated under the 
beautiful sunset, and then to the Bon-dance by the members of the Voluntary 
Female Members of the Nishi Tsukiji School District. I wondered where there 
had been hiding until then, but a large group of younger generation of the 
area also participated in the Bon-dance, featuring Nagoya bayashi, Kawachi 
otoko bushi, as well as Dancing Hero, which was a standard song at a Bon-
dance in the area. All these stages were gently and glamorously wrapped by 
the collaborative installation by Tsuyoshi Akatsuka, a member of Nanigashi 
Landscape Crew, and Tomoyuki Washio.
 On the flyer of this Minatomachi Block Party, there was a map that had 
its destination as “To: FUTURE”. I wonder how the children, who had been 
neutered with such rich shower of various people around them of varied 
genres that are equally treated, would be taking their new steps. Now at 
a time where voices of “this yearʼs last XXX” or “the last Heisei XXX” loudly 
resonate, the Nagoya Port Area had a completely different ending and 
beginning. And, I think it was a truly beautiful one.

The End and the Beginning｜Fuminori Akiba (Associate Professor, Nagoya University Department of Systems and Social Informatics)

ⅰ－A gallery renewed by the Joint Committee of Por t Town, which venue was formerly a 
handicraft shop. The gallery operated through 2015 to 2018, and was demolished 
concurrently with UCO. The last exhibition was “The Sandal of King”, co-curated with the 
artist Eiji Watanabe and the art program Minatomachi Art Table, Nagoya [MAT, Nagoya].
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寄せ植えの跳躍あるいは抽象化―築地口UCO閉鎖にあたって｜中村史子 （愛知県美術館学芸員）

　2018年のアッセンブリッジ・ナゴヤは、2016年、2017年の過去2回と比較

すると、展示全体のトーンが少々異なって見えた。その理由として、今までは街

のいたる場所に点在していた美術展の会場が港まちポットラックビルだけにな

ったことや、美術と音楽の領域を繋ぐプログラム「サウンド・ブリッジ」が充実

していたことがあげられるかもしれない。しかしながらそれ以上に、オルタナテ

ィヴ・スペースUCOと、UCOに隣接する展示施設ボタンギャラリーがアッセン

ブリッジ・ナゴヤ2018の会期中、10月末をもって閉鎖されるというニュースが

飛び込んできたことが大きな要因であろう。

　UCOはもともと「潮」という屋号の寿司屋で、物流によって活況を呈してい

た頃の名古屋港を偲ばせる建物であった。寿司屋閉店の後、アーティストであ

るL PACK.が2016年のアッセンブリッジ・ナゴヤ開催を機にコーヒーなどの軽

食を囲んで人びとが集う空間UCOとして新たに再生し、その後も継続的に運

営されていた。いわば、アッセンブリッジ・ナゴヤに限らず築地口エリアのアー

ト・プロジェクトを象徴する建物だったのである。そのUCOが無くなるという

事実を前に、2018年のアッセンブリッジ・ナゴヤは、場所も人も移ろいゆくと

いうごく当たり前の事象を受け止め、そのうえである一瞬、ある場所を誰かと

共有できることをささやかに言祝ぐような雰囲気があった。

　そのため本稿では、アッセンブリッジ・ナゴヤ自体のレビューからはやや離

れ、UCOから連想された事柄を個人的な感想含め綴っていきたい。

 

　私自身、UCOを会場として定期的に勉強会「CCC（Critical Conversation 

Circle）」を行っていたため、UCO閉鎖の情報を得て、当然ながら困惑と寂し

さを覚えた。そして続いて、アート・プロジェクトとジェントリフィケーションをめ

ぐる世界的な潮流が名古屋港の築地口エリアにも押し寄せたのかと想像した。

現に、アーティストやギャラリーなどが特定の地域に関与した結果、その地域

のブランドイメージが上昇し、結果的に地価も高騰するなど、前からあった店

舗や住民が立ち退きを迫られる事例は、世界中で報告されている。UCOとボ

タンギャラリーの閉鎖は、こうしたアートが街に及ぼす功罪の一つの現れだと

考えたのだった。

　しかし、閉鎖の理由をあらためて聞くうちに、不動産所有者の高齢化に伴う

建物の維持管理の難しさや、それを補助する人や資金の不足という原因が明

らかになった。これは、人口減少や産業の衰退に悩む日本のあらゆる地方で

今や頻出している事象だ。つまり、ニューヨークやロンドン、香港といった都市

におけるアートとジェントリフィケーションの問題とは随分と性格が異なる。そ

れらの都市で展開されているのは、アートを含むすべてを覆いつくしてしまう

強靭な資本の力である。しかし、築地口エリアで見て取れるのは、資本主義に

絡み取られながらも、その周縁部へと次第に滑落しつつある地方の一景であ

る。シャッターが閉まった店舗やコインパーキングが至る場所に顔を出し、いつ

しか街全体が活力を失っていく。そのゆっくりであるが抗いがたい変化の波に

UCOとボタンギャラリーも飲み込まれているのだ。

　そこで、UCOで行われる最後の勉強会では、山内朋樹「なぜ、なにもないの

ではなく、パンジーがあるのか－浪江町における復興の一断面ⅰ）」をめぐって

議論を行うこととした。このテキストは、福島県の帰宅困難地域で見かけたパ

ンジーの寄せ植えを発端に、都市機能も自然の生態系も共に破綻したまま雑多

に混在している「亜生態系」について述べたものである。その風景描写は、帰

宅困難地域に限らず、あらゆる地方の風景にも当てはまるものだ。そのため、

近い将来に駐車場へと変わることが決定されたUCOで読むのに相応しいよ

うに感じられた。例えば次のような1文。「曲がりなりにもいったんは極相に達

した都市や地方がゆっくりと多孔化していくプロセス。その過程に出現する、

気泡としての放棄地、空き家、空き地、吹きだまりⅱ）」。こうした平板な風景へと

UCOのあるこの場もやがて回収されていくことは、容易く想像できる。

　とは言え、山内はこれら亜生態系の風景をただ冷静に観察するだけではな

く、そこに突如として差し込まれるパンジーの寄せ植えに一種の希望を仮託す

る。山内曰く、全面的な失調に陥る手前、または、失調のただ中にあっても、ご

くありふれたパンジーを添えることで、人はそこを「とりあえず親しみのある空

間ⅲ）」「かろうじて秩序だった風景ⅳ）」へ変容させようと試みる。パンジーの寄せ

植えは、街が「それでもなお続いていくことを願う人びとの期待のかたちであ

り、偶然そんな場所に生きるさまざまなこの人が、一方的に、しかし小さな他者

をともなって土地と交わす約束ⅴ）」なのだ。こうした山内の言葉は、固有の歴史

や記憶を備えた建物、風景が否応なく失われる中にあって、どこか救いのよう

にも受け止められる。

　しかしながら、注意すべきは、山内はこのパンジーの寄せ植えについて、芸

術の営為からは程遠いと繰り返し強調している点だ。パンジーの寄せ植えが

美的な在り方とは無関係だからこそ、人びとの切実な希望を託す対象となりう

るのだとすれば、果たして美的であるべき芸術的営為は、同様の希望の対象

となりうるのだろうか。失調の中でかろうじて踏みとどまっている寄せ植えは、

美的感性や表現行為の歴史的蓄積について自覚することなく、そこで暮らす

人びとの生活の一端として在る。それゆえ、寄せ植えに対して美的言説や批評

行為は有効に機能しない。けれども、芸術として実施される営為は、個別性と

切り離されて批評的言説に晒されても耐えるだけの複雑さと厚みを備えている

はずではないか。個別の事象を抽象的に抽出し、異なる場所、時代であっても

共有あるいは議論可能とするのが、現代の芸術的営為と言えるのではないか。

　誤解のないように書くと、パンジーの寄せ植えと芸術的営為を対立させ、両

者に優劣つけようといった意図は本稿にない。そうではなくて、両者を柔軟に

行き来するような表現、つまり、パンジーの寄せ植えにも、芸術的営為にも、場

所や受け手に応じて変化しうるような表現が、おそらくアッセンブリッジ・ナゴ

ヤでは求められている。個々の生活の内部にあって批評的距離を取りようもな

いほど身近な存在でありながら、同時に抽象的な議論へ飛躍しうる構造や浮

力も備えた表現である。それは明らかに矛盾した要望であるが、個別の街や

人の状況に応答しつつ、芸術を志向する以上、避けられない。

  2018年のアッセンブリッジ・ナゴヤに出展した L PACK.、碓井ゆい、山本高

之は継続的に、名古屋港と関わっていくと聞いている。来年度の展示では、先

に述べた表現の兆しが見られればと期待している。

ⅰ －『アーギュメンツ#3』、発行人：渋家株式会社、たまらん、M、2018年
ⅱ－前掲書、p.6
ⅲ－前掲書、p.11
ⅳ－前掲書、p.11
ⅴ－前掲書、p.14
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 Compared with its previous two editions in 2016 and 2017, the 
overall impression of the exhibition felt somewhat different in Assembridge 
NAGOYA 2018. Perhaps it was because the art exhibitions were held only 
at the Minatomachi POTLUCK BUILDING, whereas, in the previous editions 
they had been scattered throughout the area; or perhaps it was because 
the “Sound Bridge” program that bridged over the genres of art and music 
were very rich in its content. However, the larger cause must have been the 
surprising news of the alternative space UCO, as well as its neighboring 
exhibition facility Botão Gallery, would close down in late October during 
the exhibition period of Assembridge NAGOYA 2018.
 UCO originally was a sushi bar named “USHIO”, which had an exterior 
in reminiscence of the old times of the Nagoya Port when it was renowned 
as an area for distribution and logistics. After the sushi bar had closed 
down, the artist duo L PACK. renovated the site as a place in which people 
could gather around coffee and light meals, on the occasion of Assembridge 
NAGOYA being launched in 2016. Since then i t had continuously 
maintained its operations, which in other words, the property was not 
only symbolizing the Assembridge NAGOYA, but also all other art related 
projects that took place in the Tsukiji-guchi area. With such impact that UCO 
would disappear, Assembridge NAGOYA 2018 had a sense of sincerely 
accepting the very basic phenomena that all places and people were subject 
to change, with also a sense of celebration of treasuring the moments and 
places that are shared among others.
 Therefore, in this text, I would slightly take a course away from writing 
a general overview of the Assembridge NAGOYA, and instead, focus on 
factors that appeared as outcomes of UCO, including a perspective from a 
personal point of view.
 As for myself, I had regularly hosted the workshop “CCC (Critical 
Conversation Circle)” at UCO as its venue, therefore, naturally felt puzzled 

and sad when I heard the news of the closure of UCO. And then, I imagined 
that perhaps the global tide of art projects and gentrification had finally 
arrived the Tsukiji-guchi area of Nagoya Port. There have been countless 
cases reported around the globe where artists, galleries, and others had 
related to a certain area with art, which eventually resulted in branding the 
area and causing rapid rises in its land values, and consequently, making 
stores and residents that had been there from before needed to sadly move 
out. I thought perhaps the closure of UCO and Botão Gallery were one of 
these cases, where art had triggered an after-effects of merits and demerits.
 However, as I heard more behind what led to its closure, issues such as 
difficulties in maintaining the buildings when property owners continue to 
age, and consequent shortage in labor and budget to support such situation, 
became disclosed. Due to the decreasing population and declining industries, 
that kind of phenomena are actually found everywhere in the suburban 
areas of Japan. That is to say, it was quite a different story compared to the 
relationship between art and gentrification in the cities of New York, London, 
and Hong Kong. In those cities, it is the immense power of capitalism 
swallowing up all that is appearing. However, the Tsukiji-guchi area was an 
example that could be seen in any suburban areas of Japan; a situation that 
has become tangled by capitalism and had started to slip towards its edges. 
Little by little, site of storefronts with closed shutters and new coin-parking 
lots have started increasing their presence, which gradually diminish the vital 
energy of the entire town. It was this kind of slow, yet, irresistible tide that 
UCO and Botão Gallery had become swallowed up in.
 Therefore, at the final workshop that took place at UCO, I decided 
to have a discussion around Tomoki Yamauchiʼs text titled “Why there are 
pansies, instead of nothing - a sectional restoration view in Namiⅰ）”. This 
text discussed over the container gardening of pansies in which the author 
encountered in at one of the difficult-to-return-zones in Fukushima. He 

described that both its urban functions, as well as its natural ecology system 
were destroyed there, yet somehow miscellaneously co-existed as a “neo-
ecology”. Its description of landscapes were not only depicting that of the 
difficult-to-return zones, yet were actually true to all rural areas throughout 
the country. Thus, I felt it would make sense if it were read at UCO, which 
had decisions made that it would be transformed into a parking lot in the 
close future. For example, there was a sentence as followed: “After an urban 
place or rural area reaches its limits, the process of porosity occurs. During 
this process, the abandoned; vacant; and drifted areas, appear as though a 
bubbleⅱ）”. It could be easily imagined that the property in which UCO existed 
would gradually be collected into such monotonous sight.
 However, Yamauchi did not only calmly objectify these landscapes 
of neo-ecology, yet, also temporary entrusted a kind of hope towards the 
container gardening of pansies, that were suddenly inserted there. According 
to Yamauchi, although at a moment right before the place falls into an overall 
despair, or actually when it is even right in the midst of such condition, 
people still attempt to “convert the site into a somewhat comfortable place
ⅲ）” or “maintain the landscape with a scarce sense of disciplineⅳ）”, when 
an ordinary container garden of a normal pansy were inserted into such 
situation. The container gardening of a pansy is “an unilateral engagement of 
hope made between the land and those who coincidentally live in a place of 
such condition, accompanied by a small third party, desiring to yet carry on 
to continueⅴ）”. Such words by Yamauchi can be interpreted as a somewhat 
salvation, where buildings and landscapes in which had connoted peculiar 
histories and memories were being forcedly taken away.
 However, one must note the fact that Yamauchi repeatedly emphasizes 
that the pansy container gardening is far away from the practice of art. If it is 
true that people can entrust their urgent hope because of the fact that pansy 
container gardening are unrelated to the existence of art practices, how could 

the practice of art, which are ought to be aesthetic practices, become an object 
of hope like this? The container gardening barely keep themselves remain 
there on the occasion of terrible conditions. They are unaware of any historical 
accumulations of aesthetic senses nor expressive practices. They simply 
exist there as is, as part of the lives of people who reside there. Therefore, 
none of the aesthetic remarks or acts of criticism would successfully function. 
However, would not practices of art become cut away from each individual 
circumstances, and connote a complex thickness that would allow themselves 
bare the criticisms made towards them? Is not a practice of contemporary art 
something that abstractly distills individual facts, and allow common discussions 
to take place even in different places or period of time?
 I must make it clear though that I have no intentions of comparing the pansy 
container gardening and the practices of contemporary art to make a judgment 
of which is better than the other. Instead, I think that an expression that could 
freely sway in between the two of them - in other words, an expression 
that could become either the pansy container gardening, or the practices 
of contemporary art, depending on its context and viewer - is probably the 
expression that is required at Assembridge NAGOYA. An expression that exists 
within each individual lives which consequently does not maintain any distance 
for criticism to occur, yet, simultaneously an expression that connotes a structure 
and buoyancy that would allow a leap towards abstract discussions. There 
clearly is a contradiction within itself; however, it cannot be avoided when they 
would be responding to circumstances of individual places and people, yet, 
aim to be an art expression at the same time.
 I heard that the artists who participated in Assembridge NAGOYA 2018, 
who are namely L PACK., Yui Usui, and Takayuki Yamamoto, would continue 
their practices in relation with the Nagoya Port. I will keep my expectations 
towards finding symptoms of the expressions I described above, when seeing 
their artworks on exhibit next year.

The Leap or the Abstraction of Container Gardening  ‒  The Closure of Tsukiji-guchi UCO｜
Fumiko Nakamura (Curator, Aichi Prefectural Museum of Art)

ⅰ －Arguments #3, Publisher: Shibu House Co., Ltd., Tamaran, M, 2018
ⅱ－ above, P6
ⅲ－above, P.11
ⅳ－above, P.11
ⅴ－ above, P.11
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歴史の足場としての場所｜佐藤知久 （京都市立芸術大学芸術資源研究センター専任研究員／准教授）

　人類の特徴は、創造的行為の世代を超えた継承にある。

　発明や発見の成果は、共有され、記憶され、継承されることで、次なる創造的

行為の足場になる。ゼロからすべてをはじめ、車輪を二度も発明する必要はな

い。累進的な文化進化こそ、数百万年に及ぶ「ヒト」の歴史を特徴づけるものだ。

　しかし（ここ日本でいえば、明治以後150年の）近代社会では、どうやら事情

が少し異なっているようだ。それは単に、近代の科学や技術が、大量破壊兵器

や環境破壊を生んだという意味ではない。重要なのは、私たちが先人や同時

代人の行為を創造的に継承することに、むしろ失敗しているように思える点に

ある。

　もちろん近代社会には、きわめて機能的な「記憶の社会的継承装置」（図書

館やアーカイブズやインターネット）が存在する。けれども、そこに保管された

情報は、単純に言ってもはや多すぎる状態になっていないだろうか。誰もその

全貌を捉えることができなくなっている情報を、今ここにいる私に役立つ最良

の智慧にすることはきわめてむずかしい。私たちはこうして、すでに起きたこ

とや為されたことの意義を継承することに失敗し始めているフェイズ、過去を

忘れ車輪を二度作らねばならなくなるような、ディストピア的フェイズを生きは

じめている。

　こうなると膨大な記録は、次なる創造の基盤となるよりも、むしろどこからは

じめていいのかを見失わせ、足元をぐらつかせるような、廃墟の山と化しかね

ない。「カタストロフは、やすみなく廃墟の上に廃墟を積み重ねて、それをかれ

の鼻っさきへつきつけてくる」（ベンヤミン）のである。

＊　＊　＊

　L PACK.が空き家となっていた寿司屋の居抜き物件を再生して《UCO》をつ

くる。碓井ゆい氏が女性の歴史を、山本高之氏が名古屋オリンピック誘致の歴

史をリサーチしつつ、作品を制作する。矢口克信氏が、空き家となっていた小

料理屋の居抜き物件を《小料理喫茶ワシントン》へとコンバートし、活動拠点と

する。これら一連の出来事のあいだには、特定の場所や過去の出来事を参照

／活用しつつ制作するという共通点を見出すことができる。しかし私にはかれ

らの活動が、それだけでは済まない、何かもっと重大な意味を秘めている気が

してならない。

　私自身もかつて学生の頃、当時住んでいた寮で、あまり使われていなかった

付属施設の洋館を使って「ウィークエンド・カフェ」という非営利の喫茶店をや

っていたことがある。すでにあるもの、使われていなかったり、忘れられている

もの。けれどもきわめて現実的なもの。そこに接続するかたちで何かをつくる

ことには、きっかけとかアイデアの元とか再活用といったこととは異なる次元

の、何かもっと重大な意義があるように思えるのだ。

　具体的な特異性をもった場所で活動すると、検索とかフォローとかではけっ

して出会えなさそうな出来事が起きる。たとえば2018年10月7日の朝、はじめ

て私はUCOに行ったのだが、中に入ると前日のトークに参加していた小山田

徹氏がカウンターに座っており、同じく前日のトークに参加していた篠原雅武

氏もじきにやってきた。特に待ち合わせたわけでないにもかかわらず、私はか

れらのあいだに座って朝食をとり、いつのまにか会いたいと思っていた人に会

い、いろいろなおしゃべりをした。篠原氏とのあいだには共通の知人を2人発

見し、その2人（互いに知り合いではない）を引き合わせてみたいという点で意

気投合した。このようなアイデアが生まれることは、その直前までまったく予想

もしていなかった。

　出来事が起きる場所というのは、どこにでもあるわけではない。そうした場

所は何かしら人を集める磁力を秘めているが、その磁力が何に起因するのか

は場所ごとにさまざまだ。空間的・建築的魅力。そこにいて応対してくれる人が

発するリズム。供されるたべものや飲みもの。出入りするひとたちの風情。無

数といってもいい要素が累積的に混ざり合い、建築やモノにその痕跡が刻印

され、古びたり汚れたりしながら、その場所の性質はつくられてゆく。その意味

で、場所はどこであれ累積的な共同作業の結果としてある。それはひとりのデ

ィレクターやプロデューサーがつくるものではない。私たちにできるのは、無

意識的な協働作業のなかに少し自分の持つ何かを注ぎこんで場所の魅力を微

増させ、新たな出来事を発生させる培地とするくらいのことでしかない。しかし

それは、もう十分に、創造的な行為ではなかろうか。

＊　＊　＊

　レガシーを乗り越え、旧弊を構造改革することで、明るい未来がやってくる。

人類の進歩と調和のために、科学と技術と芸術が手を携えて既存のものを壊

し、未来をつくり出す。より速く、より強く。既存のものを壊し、全く新しい地平

を切り開く。それが近代のスローガンだ。

　けれどもそうやって常に前の物事を壊しつづけ、前の世代を批判し尽くし、

過去を忘れ未来に向かおうとした結果、私たちは折々に行われてきた無意識

の協働作業の成果を一蹴してきてしまったのではないだろうか。古いといって

捨てるのではなく、今そこにあるものや忘れられつつある過去に自分たちの活

動をひとまず接ぎ木して、そこから創造的な活動を始めることが重要に思える

のはそれゆえだ。

　たしかに私たちは廃墟の上に廃墟が重なっているような世界のなかに生き

ているのかもしれない。しかしそのような世界にも、決して何ものにも替えるこ

とができない特異性を見出すことはできるはずだ。それを「足場 foothold を

つくること」と呼んでみる。足場をつくることとは、情報の山／廃墟の集積に見

えるこのまちや歴史のなかに、活動の起点を措定することだ。今ここにあるま

ちや過去の歴史のなかに、さまざまな特異点を見出して、そこと「今ここ」をつ

なぐ線を、自分の身体を通しながら、他者との協働作業としてつくることだ。

　膨大な情報と記録が社会的にアーカイブされる必要はもちろんある。けれ

どももっと大事なのは、自分たちの活動を接続させる点を歴史のなかに発見し、

「ここなら何かができる」と思える足場をつくることだ。アッセンブリッジ・ナゴ

ヤで出会ったアーティストたちの作品や活動が示していたのはそのことだった

のではないか。かれらの活動はそんなことを考えさせてくれている。

ART Reviews
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 The definitive characteristic of human beings lies in our ability to inherit 
creative activities beyond generations. 
 The fruit of inventions and discoveries are shared, memorized, and 
inherited, which then become the foothold of the next creative action. 
 There are no necessities in starting over from zero again to invent the 
wheel twice. It is the accumulation of cultural evolution that symbolized the 
history of homo sapiens, which had been ongoing for millions of years. 
 However, the modern society (which in Japan would be the recent 150 
years since the Meiji period), seems to have a slightly different circumstance. 
It does not simply indicate that modern science and technology have 
generated mass-destruction weapons, and environmental devastation. The 
more important thing is that we actually have been failing to creatively inherit  
the actions made by our predecessors and coeval colleagues.
 Of course, the modern society has a “social inheritance device of 
memories” (such as libraries, archives, and the internet), which is excellently 
functional. However, simply put, is not the information stored there becoming 
too massive? It is extremely difficult to utilize such massive information that 
no one could longer comprehend its overview, and distill the best valuable 
wisdom that we could benefit right here right now. We could be starting to 
live the phase of dystopia of memory, as we seemingly are starting to fail to 
inherit the significance of past.
 In such phase, the massive data would become a burden, ruins that 
might lead us to lose our senses of directions, and even where to start, 
and shake us down from our feet - instead of being the foundation of next 
creation. Just as Walter Benjamin once described, “we see one single 
catastrophe which keeps piling wreckage and hurls it in front of our feet”.  

＊　＊　＊

 L PACK. renovated a furnished vacant property that used to be a sushi 
bar, and revived it into UCO. Yui Usui researched the history of women, 
and Takayuki Yamamoto researched the history of the Nagoya Olympics 
promotions, to each reflect the facts in their artworks. Katsunobu Yaguchi 
converted the furnished vacant house property of a former small restaurant 
into the Snack Washingtown, which he used as his base. These serial of 
events have a common ground in how they researched/reused a particular 
place or occurrence in the past to create artworks. However, there is 
something that continues to alert me, and acknowledges me that there is a 
particular significance in their activities. 
 I myself had once operated a non-profit cafe under the name “Weekend 
Café” when I was a graduate student, by using the Western annex building 
that was not in high use in the dormitory that I used to reside in. Things that 
already exist. Things that are not in use. Things that had been forgotten. 
When you connect yourself to such things and create something, there seems 
to be something of great significance hidden here. It is not just recycling, nor 
just utilizing the past as a useful concept. 
 When you take an action at a place that has concrete peculiarity, you 
sometimes encounter events that you could not meet by just searching the 
web, or following the social media. For example, during the morning of 
October 7th, 2018, I visited UCO for my first time. I went inside, and found 
Toru Koyamada sitting on the counter, who participated the talk event that 
took place the day before. And then, Masatake Shinohara stepped in too, 
who also was participating the talk event the day before. Without making 
any particular appointments, I was taking breakfast in between them, and 
had a fruitful conversation with the two that I had been hoping to meet one 
day. Moreover, we found two common acquaintances when I spoke with 
Shinohara, and as both of them did not know each other, we greatly agreed 
that it would be nice to connect the two. Such idea did not exist anywhere in 

my mind, even a slight moment before.  
 Not all places make things like this to occur. There are some places that 
have a magnetic power that somehow attract people, which source of power 
depends on each place. It could be the fascination of the interior and the 
architecture. It could be the rhythm of the people who correspond there. It 
could be the food and drinks that are served. Or, it could be the tone of the 
people who come and go to that place. Such countless elements progressively 
accumulate and blend in with each other, which then becomes imprinted 
into the buildings and objects there, and after a process of decaying and 
aging over time, the characteristics of the place become created. In these 
means, wherever the place would be, it would be a result of progressive and 
accumulated collaboration. This is not something that one director, or a solo 
producer, could create. The only subtle thing that we could do is to insert 
a small element of yourself into this unconscious collaboration, and subtly 
increase the fascination of the place with the hope that it would become a 
culture medium that will nourish new events. This could be sufficient to be 
called a creative action. 

＊　＊　＊

 “We should overcome the legacies, and implement a structural reform of 
the old customs, in order to bring a brighter future. Science, technology, and 
art, should take hands with each other and destroy the existing, in order to 
create the future, and for the sake of progression and harmony of humans. 
More faster, and more stronger. We need to demolish the existing, and open 
up a new horizon”. These had been the slogan of the modern society. 
 However, it seems to me that as we had destroyed what had happened 
before us, and thoroughly criticized the generation before us, by aiming the 
future and forgetting the past, we have destroyed all the outcomes of these 

unconscious collaborative works that we had continued now and then. That is 
why I think it is important to not dispose existing elements just because they 
are old. We should first “graft” our activities to what is currently there, or to 
the past that is beginning to fade away, and then start your creativity from 
this starting point. 
 Indeed, we may be living a world where it seems as though ruins are 
accumulating on top of ruins. However, even in that kind of world, we should 
be able to find irreplaceable peculiarities. I would like to call this attitude 
as “creating a foothold”. To create a foothold is to determine an activity 
base, in this town and history in which may appear as though a mountain 
of information and accumulation of ruins. That is to create a collaborative 
process with others, by finding various peculiarities that exist in the places 
and cities that you stand on right now, or somewhere in the history of the 
past, and connect it with the “here and now” as a line that goes through your 
physical body. 
 Of course, there are necessities in archiving the massive information 
and records. However, it is even more important to discover the points in the 
history that could be connected with your activities, and create a foothold 
that you could affirm as “I can do something here”. I believe that is what the 
works and activities of artists I met through Assembridge NAGOYA have 
indicated. Their works and activities made me think this way. 

Places that Become Footholds of the History ｜
Tomohisa Sato (Associate Professor, Archival Research Center, Kyoto City University of Arts)
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執筆者プロフィール

アッセンブリッジ・ナゴヤ総合案内
港まちポットラックビル
Minatomachi POTLUCK BUILDING

（港区名港1 - 19 - 23）
商店街の旧文具店ビルを再生した港まちの
新たな拠点スペース。まちづくりの活動や
アートプログラムなどさまざまな事業を展開

慶和幼稚園
Keiwa Kindergarten

（港区港栄4 - 4 - 18）
岡本太郎の壁画のある伝統の幼稚園

築地公設市場
Tsukij i  Public Market

（港区名港1 - 13 - 10）
昔から続く地元の人に親しまれる港の台所

UCO（旧・潮寿司）
UCO (Former Sushi Bar USHIO)

（港区名港1 - 15 - 13）
かつて人気のあった寿司店を
まちの「社交場」として再活用

築地神社
Tsukij i  Shrine

（港区千鳥1 - 9 - 14）
熱田神宮から分霊された、名古屋港総鎮守
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川北眞紀子｜Makiko Kawakita

南山大学経営学部経営学科教授／アッセンブリッジ・ナゴヤ2018音楽アドバイザー。三重県生まれ、愛
知県在住。研究領域はマーケティング、消費者行動、広報、芸術のマーケティング。共著として『広報・
PR論－パブリック・リレーションズの理論と実際』（有斐閣、2014年）、『日本型マーケティングの新展開』

（有斐閣、2010年）がある。フィルハーモニカ・ウィーン名古屋に所属し、チェロの演奏も行う。

中根多惠｜Tae Nakane

愛知県立芸術大学音楽学部准教授。1986年愛知県生まれ、同地在住。専門は労働社会学、社会運動
論、芸術社会学。研究テーマは、孤立しがちな人びとの集合行為、芸術家による国際的な集合行為プロ
セスの分析など。主な著書に『多国籍ユニオニズムの動員構造と戦略分析』（東信堂、2018年）がある。
 

秋庭史典｜Fuminori Akiba

美学者／名古屋大学大学院情報学研究科准教授。1966年岡山県生まれ、愛知県在住。専門は美学。
主な著書に『あたらしい美学をつくる』（みすず書房、2011年）。共著として『家族の肖像』（エリプスガ
イド社、2006年）、『芸術／葛藤の現場』（晃洋書房、2002年）、『芸術学を学ぶ人のために』（世界思想
社、1999年）がある。

中村史子｜Fumiko Nakamura

愛知県美術館学芸員。1980年愛知県生まれ、京都府在住。愛知県美術館での主な企画に「放課後の
はらっぱ 櫃田伸也とその教え子たち」（2009年）、「魔術／美術」（2012年）、「これからの写真」（2014

年）があるほか、新進作家の個展シリーズ「APMoA Project,ARCH」にて、伊東宣明（2015年）、飯山由
貴（2015年）、梅津庸一（2017年）、万代洋輔（2017年）を紹介。また、国外ではグループ展「Play in 

the Flow」（シープラカード・ホテル、タイ・チェンマイ、2017年）を企画。

佐藤知久｜Tomohisa Sato

京都市立芸術大学芸術資源研究センター専任研究員／准教授。1967年東京都生まれ、京都府在住。 

専門は文化人類学。AIDS／HIVをめぐる人類学や、ドラァグ・クイーン研究などを経て、現在は、出来事
とその経験を記録・継承するための活動と組織、記録メディアとアーカイブのあり方をめぐる研究を、震
災と現代美術を軸に行っている。主な著書に『フィールドワーク 2.0』（単著／風響社、2013年）、『コミ
ュニティ・アーカイブをつくろう！せんだいメディアテーク3がつ11にちをわすれないためにセンター奮
闘記』（共著／晶文社、2018年）などがある。
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金剛寺
Kongoji  Temple

（港区名港2 - 1 - 25）
文化活動も行われる地域に開かれたお寺

ばぁば工房
Baaba Studio (Old Japanese-style House)

（港区浜2 - 2 - 5）
世代を超え、手作りの文化を繋ぐまちの古民家

旧・名古屋税関港寮
Former Minato Dormitory of Nagoya Custom

（港区浜2 - 4 - 10）
税関の職員研修のための旧・寄宿舎

名古屋港ギャラリー
Port of Nagoya Gallery

（地下鉄「名古屋港」駅構内）
地下鉄構内にあるギャラリースぺ―ス

うどんDINING釜半
Udon DINING Kamahan

（港区入船2 - 5 - 14）
ジャズが流れる自家製ふわもちうどんの店

珈琲物語
Cof fee Monogatari

（港区入船2 - 3 - 2）
洋館の雰囲気が漂う港まちのカフェテリア

ポートハウス
PORT HOUSE

（港区港町1 - 9）
羽根を広げた「かもめ」を模した無料休憩所

名古屋港ポートビル
NAGOYA PORT BUILDING

（港区港町1 - 9）
帆船をイメージしたシンボリックなビル

東山ガーデン ポートビル店
Higashiyama Garden, 
NAGOYA PORT BUILDING

（港区港町1 - 9 名古屋港ポートビル2F）
名古屋港を一望できるレストラン

名古屋港水族館
Port of Nagoya Public Aquarium　

（港区港町1 - 3）
シャチの親子にも会える
生態系のワンダーランド

水族館南側緑地
Aquarium South Garden

（港区港町1 - 3）
旧・食糧庁サイロがある、
名古屋港に面した芝生広場

みなとアクルス
minato AQULS

（港区港明2）
中川運河沿いに誕生したスマートタウン
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